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今
年
は
、
仙
北
市
誕
生
か
ら
５
周
年
、
新
潮

社
記
念
文
学
館
が
開
館
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。

さ
ら
に
国
民
読
書
年
に
ふ
さ
わ
し
い
企
画
と
い

う
こ
と
で
、
詩
人
・
日
本
近
代
文
学
館
名
誉
館

長
中
村
稔
氏
編
集
の
特
別
展
が
秋
田
県
で
初
め

て
開
催
さ
れ
ま
す
。

佐
藤
義
亮
と
新
潮
社

　
「
新
潮
社
」
を
創
設
し
た
佐
藤
義
亮
は
、
明

治
11
年
に
角
館
町
に
生
ま
れ
、
少
年
期
よ
り

本
を
好
み
、
文
筆
に
関
心
を
持
つ
少
年
に
成

長
し
ま
す
。

　

文
学
熱
が
高
ま
り
、
志
を
抱
い
て
明
治
28

年
、
17
歳
で
上
京
を
果
た
し
ま
す
。

　

義
亮
は
、
東
京
で
一
人
、
孤
独
や
生
活
の

困
難
を
克
服
し
な
が
ら
、
印
刷
工
か
ら
校
正

係
に
抜
擢
さ
れ
、
次
第
に
文
壇
と
出
版
事
業

に
興
味
を
持
ち
始
め
ま
す
。
明
治
29
年
投
書

雑
誌
「
新
聲
」
を
創
刊
、
新
聲
社
を
創
立
し

た
後
、明
治
37
年
文
芸
雑
誌
「
新
潮
」
を
創
刊
、

今
日
の
新
潮
社
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

大
正
９
年
に
郷
里
角
館
町
に
図
書
館
が
設

置
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
「
郷
里
の
人
々

に
た
く
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
も
ら
い
た
い
と
」

自
ら
の
蔵
書
と
社
の
出
版
物
を
寄
贈
し
た
の

が
大
正
11
年
の
こ
と
で
し
た
。

昭
和
26
年
、
義
亮
は
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た

が
、「
出
版
物
の
寄
贈
」
と
い
う
意
志
は
、
社

主
が
代
わ
ろ
う
と
も
今
な
お
引
き
継
が
れ
て

い
ま
す
。

　

新
潮
社
記
念
文
学
館
は
、
新
潮
社
を
創
設

し
た
義
亮
の
顕
彰
を
目
的
に
平
成
12
年
４
月

に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。
館
内
に
は
「
新

潮
社
文
庫
」
が
あ
り
、
書
籍
の
外
Ｃ
Ｄ
等
の

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の

数
は
一
万
九
千
点
ほ
ど
に
な
り
、
蔵
書
の
約

20
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

芥
川
と
新
潮
社
・
百
穂

　

芥
川
龍
之
介
は
、
２
年
後
の
２
０
１
２
年
に

生
誕
１
２
０
年
、
没
後
85
年
を
迎
え
ま
す
。

佐
藤
義
亮
が
、
明
治
37
年
に
創
刊
し
た
文
芸

雑
誌
「
新
潮
」
に
芥
川
が
掲
載
し
た
作
品
は
、

大
正
８
年
か
ら
長
短
合
わ
せ
て
80
編
あ
ま
り
。

「
新
潮
」
は
、
単
に
作
品
発
表
の
機
会
を
提
供

し
た
だ
け
で
な
く
、
確
実
に
作
家
芥
川
を
育

ん
だ
場
所
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

芥
川
に
は
、
死
の
２
年
前
に
あ
た
る
大
正

14
年
、
新
潮
社
の
応
接
室
で
撮
ら
れ
た
写
真

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
芥
川
と
新
潮
社
が

晩
年
に
至
る
ま
で
深
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
た

こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

平
福
百
穂
と
芥
川
は
ア
ラ
ラ
ギ
活
動
に
お

い
て
知
る
仲
と
な
り
、
香
取
秀
真
宛
書
簡
（
大

正
11
年
）、
岸
浪
静
山
宛
書
簡
（
大
正
14
年
）

に
百
穂
の
名
が
見
ら
れ
、
歌
人
、
画
人
と
し

て
の
尊
敬
を
惜
し
ん
で
い
な
い
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
ま
す
。

　
　

[

引
用
文
献:

「
芥
川
龍
之
介
大
事
典
」]
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 「
芥
川
龍
之
介 

― 

内
な
る
歓
び
と
苦
悩
」
展
開
催

９月17日～11月３日

危
機
の
時
代
、
不
安
の
時
代
こ
そ

　
　
　    
芥
川
龍
之
介
が
求
め
ら
れ
る 

「
芥
川
龍
之
介　

内
な
る
歓
び
と
苦
悩
」
展
が
、
９
月
17
日
か
ら
11
月
３
日
ま
で
、
角

館
町
の
新
潮
社
記
念
文
学
館
、
樺
細
工
伝
承
館
、
平
福
記
念
美
術
館
の
３
会
場
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
芥
川
龍
之
介
の
原
稿
や
絵
、
交
流
の
あ
っ
た
作
家
た
ち
の
書
簡
、
妻

や
子
へ
の
遺
書
や
菊
池
寛
の
弔
辞
な
ど
貴
重
な
資
料
２
８
０
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

読
書
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
特
別
展
に
、
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

書斎で執筆中　大正 13 年 7 月



　

若
い
時
分
か
ら
文
藝
の
世
界
に
親
し

ん
だ
人
々
の
多
く
は
、
芥
川
龍
之
介
の

名
を
格
別
に
印
象
深
く
記
憶
に
留
め
て

い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
大
正
四
年

二
十
三
歳
の
と
き
に
「
羅
生
門
」
で
登

場
し
て
以
来
最
晩
年
の
「
或
阿
呆
の
一

生
」
ま
で
、
深
い
教
養
に
裏
付
け
ら
れ

た
才
華
は
、
若
い
人
た
ち
を
魅
き
付
け

て
止
ま
な
か
っ
た
。
彼
の
第
二
作「
鼻
」

に
つ
い
て
夏
目
漱
石
が
、「
材
料
が
非

常
に
新
し
い
の
が
眼
に
つ
き
ま
す
文
章

が
要
領
を
得
て
能
く
整
つ
て
ゐ
ま
す
敬

服
し
ま
し
た
。
あ
ゝ
い
ふ
も
の
を
是
か

ら
二
三
十
並
べ
て
御
覧
な
さ
い
文
壇
で

類
の
な
い
作
家
に
な
れ
ま
す
」
と
、
絶

讃
す
る
手
紙
を
送
っ
た
事
は
、
広
く
知

ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
死
後

八
十
年
余
を
経
た
現
在
で
も
、
芥
川
龍

之
介
は
最
も
多
く
の
読
者
を
持
つ
作
家

の
一
人
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
自
信
を
持
っ
て
、
次
か
ら

次
へ
と
物
語
を
生
み
出
せ
た
時
期
は
短

か
か
っ
た
。
大
正
十
年
、
中
国
に
四
ヶ

月
も
の
長
旅
を
し
た
の
を
き
っ
か
け
に

彼
の
健
康
は
衰
え
始
め
る
。「
不
眠
、

睡
眠
薬
、
神
経
衰
弱
、
胃
酸
過
多
症
、

胃
ア
ト
ニ
ー
、
痔
、
そ
ん
な
、
い
ろ
ん

な
病
気
を
一
身
に
背
負
い
込
む
よ
う
に

な
っ
て
行
っ
た
」
と
親
し
い
友
人
の
小

島
政
二
郎
が
無
念
を
込
め
て
書
い
て
い

る
。
病
気
ば
か
り
で
は
な
い
。
家
庭
内

の
複
雑
な
人
間
関
係
も
、
神
経
の
細
や

か
な
都
会
人
の
彼
を
苦
し
め
た
。「
こ

の
頃
ま
た
半
透
明
な
る
歯
車
が
右
の
目

の
視
野
に
回
転
す
る
こ
と
あ
り
。
或
い

は
尊
台
の
病
院
の
中
に
半
生
を
終
る
こ

と
ゝ
相
成
る
べ
き
か
」
と
斎
藤
茂
吉
宛

て
の
手
紙
に
あ
る
。
尊
台
の
病
院
と
は

青
山
脳
病
院
の
事
で
あ
る
。

　

昭
和
二
年
七
月
二
十
四
日
の
未
明
、

芥
川
龍
之
介
は
死
ん
だ
。
こ
の
日
は
、

誰
も
が
後
の
後
ま
で
忘
れ
ら
れ
な
い
。

と
言
い
合
っ
た
ほ
ど
暑
さ
の
激
し
い
日

だ
っ
た
と
い
ふ
。
枕
許
に
は
何
通
も
の

遺
書
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
認
め
た
芥
川

龍
之
介
の
身
体
も
、
汗
に
塗
れ
て
い
た

だ
ろ
う
。
後
に
遺
し
た
子
供
に
宛
て
た

遺
書
に
は
、
父
を
超
え
て
生
き
よ
。
と

激
し
い
語
気
で
誌
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
芥
川
龍
之
介
展
は
、
こ
の
天

才
的
作
家
が
、
ど
う
い
う
時
代
を
ど
う

生
き
た
か
、
資
料
を
通
し
て
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
試
み
で
あ
る
。
芥
川
龍
之

介
と
い
ふ
人
間
の
素
顔
を
知
る
契
機
と

も
な
れ
ば
い
い
と
思
ふ
。

広報せんぼく3

芥川龍之介の生涯　新潮社記念文学館　℡ 43-3333
　・生い立ち・・・大川のほとりに
　・小説家としての出発・・・「新思潮」　（一躍文壇の寵児に）
　・中国旅行
　・家族、友人との交流
　・自死に向かってゆれ動く心・・・「歯車」「西方の人」「続西方の人」
　　　　　　　　　　　　　　　　「或阿呆の一生」
　・遺書

芥川龍之介の書画　平福記念美術館　℡ 54-1700
　・「河童」・・・もう一つの自画像
　・化物帖・・・芥川の怪奇趣味
　・山水草木図・・・水墨画を中心に
　・行燈之会・・・小穴隆一らとの交流
　・俳句、短歌、漢詩

芥川龍之介の遺愛品　樺細工伝承館　℡ 54-3888
　・書斎を復元するとともに、芥川の遺愛の品々を展示します。
　　「文机（漱石夫人より贈られる）」「ペン軸（昭和２年７月まで使用）」
　　「硯」「硯屏」「建水」「火鉢」ほか
　・中国服ほか

「
芥
川
龍
之
介
展
」
の
開
催
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　

作
家
・
新
潮
社
記
念
文
学
館
名
誉
館
長        

高   

井   

有   

一

主催：仙北市　仙北市教育委員会
編集：詩人・日本近代文学館名誉館長  中村稔
協力：（財）日本近代文学館

漱石夫人より贈られた文机

「
河
童
問
答
之
図
」

開館時間：　9：00 ～ 17：00（入館は 16：30 まで）
観  覧  料：       3 館共通券　大人（高校生以上）720 円　
                     小人（小中学生） 360 円（単独券、団体割引あり）



館
お
祭
り

の
　「
角
館
の
お
祭
り
」
が
9
月
7
日
か
ら

９
日
の
3
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
、
町

中
が
祭
り
一
色
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

　
角
館
の
お
祭
り
は
、
地
域
の
繁
栄
や

商
売
繁
盛
、
家
族
の
無
病
息
災
な
ど
を

祈
願
す
る
も
の
で
、
角
館
町
岩
瀬
の
神

明
社
（
9
月
7
日
、
8
日
）
と
西
勝
楽

町
の
薬
師
堂
（
9
月
8
日
、
9
日
）
の

祭
り
が
一
緒
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
歌
舞
伎
人
形
や
武
者
人
形
を
の
せ
、

き
れ
い
に
飾
っ
た
18
台
の
曳
山
が
７
日

に
神
明
社
へ
参
拝
。
8
日
は
、
佐
竹
北

家
当
主
へ
上
覧
。
薬
師
堂
へ
は
８
日
ま

た
は
９
日
に
参
拝
に
向
か
い
ま
す
。
曳

山
は
飾
山
囃
子
を
奏
で
、
艶
や
か
な
手

踊
り
を
披
露
し
な
が
ら
町
内
を
曳
き
廻

し
ま
す
。
曳
山
同
士
が
道
で
か
ち
あ
う

と
、
通
行
の
優
先
権
を
め
ぐ
っ
て
交
渉

を
繰
り
返
し
、
決
裂
す
る
と
実
力
で
押

し
通
す
た
め
曳
山
同
士
が
激
し
く
激
突

す
る
山
ぶ
っ
つ
け
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

曳
山
を
曳
く
若
者
ば
か
り
で
な
く
、
見

物
す
る
人
を
も
魅
了
す
る
華
麗
で
豪
快

な
祭
り
絵
巻
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
今
年

も
明
け
方
ま
で
若
者
の
か
け
声
と
お
囃

子
の
音
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

　「
角
館
祭
り
の
や
ま
行
事
」
が
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
指
定
さ
れ
て
今
年
で

20
周
年
。
こ
れ
を
記
念
し
た
式
典
が
8

月
21
日
グ
ラ
ン
デ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン
で
行

わ
れ
、
大
勢
の
方
が
お
祝
い
に
訪
れ
ま

し
た
。
式
典
で
は
、
角
館
の
お
祭
り
へ

様
々
な
形
で
尽
力
さ
れ
て
き
た
、
鈴
木

幸
太
郎
さ
ん
、
鈴
木
隆
行
さ
ん
、
加
藤

ミ
ヨ
さ
ん
、
渡
部
昭
二
郎
さ
ん
、
藤
原

國
雄
さ
ん
の
5
人
の
方
々
へ
、
角
館
の

お
祭
り
保
存
会
の
高
橋
雄
七
会
長
か
ら

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

「
角
館
祭
り
の
や
ま
行
事
」

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定

20
周
年
を
祝
う
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角
館
の
お
祭
り
で
、
曳
山
運

行
中
途
絶
え
る
こ
と
な
く
演
奏

さ
れ
る
お
囃
子
。
曳
山
を
動
か

す
重
要
な
役
割
を
お
囃
子
は

担
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
囃
子
方
の
一
つ
「
愁
明

会
」（
田
沢
湖
生
保
内
）
は
、
平

成
5
年
か
ら
駅
通
り
若
者
曳
山

の
囃
子
方
と
し
て
、
角
館
の
お

祭
り
に
参
加
し
今
年
で
18
年
目

を
迎
え
ま
す
。

　
会
の
立
ち
上
げ
時
は
6
人
し

か
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
徐
々

に
、
お
祭
り
好
き
・
お
囃
子
好

き
が
集
ま
り
、
現
在
は
15
人
に

な
り
ま
し
た
。
最
年
少
は
中
学

1
年
生
。
伝
統
あ
る
お
囃
子
を

平成 22 年度　おやま囃子コンクール
≪囃子部門≫

〇最優秀賞（角館のお祭り保存会長賞）　　　　

　横町若者　角館山本組　代表　山本　善英

○優秀賞（角館町観光協会長賞）　　　　　　　

　中央通り　奏雅扇舞会　代表　藤井　哲也

○優秀賞（仙北市商工会長賞）　　　　　　　　

　岩瀬若者一同　祭喜会　代表　加藤　清貴

≪手踊り部門≫

○最優秀賞（角館のお祭り保存会長賞）　　　　

　山根谷地町旭会若者　田口民謡会　代表　高橋　キヌ子

○優秀賞（角館町観光協会長賞）　　　　　　　

　中央通り　奏雅扇舞会　代表　藤井　哲也

○優秀賞（仙北市商工会長賞）　　　　　　　　

　本町通り　高橋キヌ子社中　代表　高橋　キヌ

人　モノ　自然

元気通信
ＧＥＮＫＩ‐ＴＳＵＳＨＩＮ

次
の
世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い

と
ベ
テ
ラ
ン
勢
は
話
し
ま
す
。

　
8
日
に
行
わ
れ
る
「
お
や
ま

囃
子
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
は
こ
れ

ま
で
優
秀
賞
を
2
回
受
賞
し
て

い
ま
す
。

　
駅
通
り
丁
内
の
皆
さ
ん
と
は

お
祭
り
期
間
以
外
に
も
親
交
が

あ
り
、
曳
き
手
と
囃
子
と
い
う

関
係
を
越
え
た
関
係
を
築
い
て

い
ま
す
。
角
館
の
お
祭
り
に
よ
っ

て
結
ば
れ
た
縁
。
こ
れ
か
ら
も

大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

若いメンバーが伝統を

受け継いでいきます。

広報せんぼく5



委
員
：
医
療
費
の
未
収
金
は
あ
る

か
。
そ
の
対
策
は
と
ら
れ
て
い
る

か
。
連
帯
保
証
人
と
の
関
係
は
。

市 

：
未
収
金
は
両
病
院
共
に
あ
る
。

督
促
や
直
接
訪
問
を
実
施
し
て
い

る
ほ
か
、
未
収
金
対
策
委
員
会
を

設
置
し
滞
納
者
の
家
庭
状
況
の
把

握
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま

で
連
帯
保
証
人
に
お
願
い
す
る

ケ
ー
ス
は
あ
っ
て
も
実
際
に
徴
収

し
た
例
は
な
い
。

委
員
：
医
師
の
負
担
軽
減
の
考
え

方
に
つ
い
て

市 
：
常
勤
医
師
が
少
な
い
状
況
に

あ
り
過
重
労
働
を
強
い
る
訳
に
は

い
か
な
い
。
新
た
な
医
師
の
確
保

も
大
切
だ
が
、
在
職
中
の
医
師
定

着
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

委
員
：
病
院
内
の
安
全
面
を
考
え

て
ガ
ー
ド
マ
ン
的
な
役
割
を
も
っ

た
人
を
配
置
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

市 

：
今
後
検
討
し
て
い
く
。

委
員
：
医
師
募
集
は
継
続
し
て
い

る
の
か
。
田
沢
湖
病
院
の
救
急
再

開
の
考
え
方
は
。

市 

：
医
師
募
集
は
継
続
中
。
救
急

再
開
は
常
勤
医
師
が
増
え
な
い
と

厳
し
い
。
ま
ず
病
院
と
し
て
継
続

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
救

急
再
開
を
あ
き
ら
め
て
い
る
訳
で

は
な
く
、
再
開
に
向
け
て
最
大
努

力
を
し
て
い
る
。

委
員
：
田
沢
湖
病
院
に
小
児
科
は

置
か
な
い
の
か
。

市 

：
医
師
で
一
番
不
足
し
て
い
る

の
が
小
児
科
医
と
産
婦
人
科
医
で

あ
り
、
現
在
の
状
況
で
は
確
保
は

厳
し
い
。

委
員
：
田
沢
湖
病
院
の
救
急
再
開

を
急
い
で
ほ
し
い
。
人
工
透
析
を

や
る
際
に
秋
田
市
ま
で
行
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
現
状
を
解
消
で
き

な
い
か
。
医
師
確
保
に
つ
い
て
、

今
女
医
さ
ん
が
増
え
て
お
り
女
医

さ
ん
を
招
へ
い
す
る
た
め
に
ソ
フ

ト
面
の
サ
ポ
ー
ト
を
考
え
る
意
味

で
院
内
保
育
所
を
設
置
し
て
は
ど

う
か
。

市 

：
角
館
総
合
病
院
で
人
工
透
析

出
来
る
の
は
１
日
22
～
23
人
で
あ

り
、
現
状
で
は
医
師
の
関
係
で
そ

こ
が
限
度
で
あ
る
。
全
く
断
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
院

内
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
仙
北
市

保
育
園
の
保
育
士
さ
え
も
確
保
で

き
て
い
な
い
。
看
護
師
も
足
り
な

け
れ
ば
保
育
士
も
足
り
な
い
と
い

う
状
況
で
あ
る
。

委
員
：
病
院
は
待
っ
て
も
当
た
り

前
だ
と
い
う
考
え
か
ら
脱
却
し

て
、
待
た
せ
て
い
る
の
を
忘
れ
さ

せ
る
よ
う
な
工
夫
が
あ
れ
ば
サ
ー

ビ
ス
に
お
い
て
幾
ら
か
緩
和
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
。

市 

：
角
館
総
合
病
院
も
新
築
を
避

け
て
は
通
れ
な
い
状
況
な
の
で
、

院
内
保
育
所
の
話
も
含
め
、
い
ず

れ
新
築
計
画
の
中
で
検
討
し
て
い

く
。
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仙
北
市
立
病
院
等
改
革
推
進
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
検
証
市
民
委
員
会
」

　

◆
日　

時　

平
成
22
年
７
月
９
日
（
金
）
14
：
00
～ 

15
：
20

　

◆
場　

所　

田
沢
湖
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
地
域
交
流
プ
ラ
ザ

　

◆
出
席
者　

委
員
長
の
他
５
名  

計
６
名

　
【
市
】
市
長
・
総
務
部
長
・
総
務
部
政
策
推
進
課
・
両
病
院
事
務
長
等

　

◆
検
証
事
項

　

１　

病
院
事
業
の
決
算
状
況
に
つ
い
て

　

２　

仙
北
市
立
病
院
等
改
革
推
進
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　平成 22 年度　第１回 

　　　仙北市立病院等改革推進計画
                  検証市民・専門委員会

　平成２１年３月に市が策定した「仙北市立病院等改
革推進計画」の取り組み状況について検証する市民委
員会と専門委員会の今年度 1 回目の会議が開催されま
した。
 　委員会は、健康等に関する活動を行っている団体や
地域医療に対する関心を持つ市民の方々から構成され
る「市民委員会」と、市内の開業医や診療所医師等、
地域医療に関する有識者から構成される「専門委員会」
からなり、同計画の進捗状況や決算状況について検証
していただき、様々な視点から貴重なご意見等をいた
だいております。主なご意見等は次のとおりです。
 　市では、これらの検証内容を踏まえ、更なる病院経
営改革に取り組みます。
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委
員
：
田
沢
湖
病
院
の
収
支
が
１
億

円
あ
ま
り
改
善
さ
れ
驚
い
て
い
る
。

障
害
者
病
棟
に
よ
り
病
床
利
用
率
が

大
幅
に
上
が
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
思

う
。
た
だ
し
、
何
か
条
件
が
変
わ
り

悪
条
件
が
加
わ
る
と
、
一
気
に
収
支

が
悪
化
す
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、

今
後
十
分
に
注
意
さ
れ
た
い
。

市 

：
新
た
な
組
織
と
し
て
仙
北
市
医

療
局
を
設
置
し
、
医
療
環
境
や
職
場

環
境
の
整
備
充
実
を
サ
ポ
ー
ト
し
な

が
ら
、
医
療
経
営
、
医
師
・
看
護
師

等
の
医
療
従
事
者
確
保
、
角
館
総
合

病
院
改
築
事
業
を
担
い
、
今
年
度
中

の
組
織
化
を
目
標
と
し
て
い
る
。
い

ず
れ
は
、
医
師
確
保
対
策
や
ス
タ
ッ

フ
の
人
事
交
流
な
ど
を
総
括
的
に
実

施
す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
と
し
、
事
業
管

理
者
を
設
置
し
た
い
。
病
院
事
業
を

管
理
す
る
最
高
責
任
者
で
あ
り
、
医

師
と
一
緒
に
な
っ
て
医
療
を
推
進
し

て
い
く
。

委
員
：
角
館
総
合
病
院
は
改
築
な
の

か
そ
れ
と
も
別
の
場
所
に
新
築
な
の

か
。
ま
た
、
県
は
角
館
総
合
病
院
の

位
置
と
か
改
築
に
関
し
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

市 

：
市
と
し
て
は
移
転
新
築
と
い
う

考
え
方
で
あ
る
。
県
で
は
角
館
総
合

病
院
を
非
常
に
重
要
な
位
置
付
け
と

認
識
し
て
い
る
。
時
期
と
し
て
は
仙

北
組
合
病
院
の
改
築
に
遅
く
な
く
新

築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
予
定
で

は
平
成
28
年
度
と
し
て
い
る
が
、
前

倒
し
で
実
現
す
る
こ
と
が
適
切
な
あ

り
方
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

委
員
：
仙
北
組
合
病
院
が
先
に
出
来

れ
ば
地
域
の
医
療
は
変
わ
っ
て
く

る
。
そ
れ
が
角
館
総
合
病
院
の
経
営

に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

逆
に
特
色
を
出
し
、
早
め
に
手
を
打

た
な
い
と
患
者
さ
ん
が
流
れ
る
可
能

性
も
出
て
く
る
。

委
員
：
今
の
状
況
で
田
沢
湖
病
院
の

救
急
実
施
は
不
可
能
に
近
い
。
少
な

く
と
も
今
の
倍
の
医
師
が
い
な
い
と

厳
し
く
、
来
て
く
れ
る
見
込
み
は
全

く
見
通
し
が
た
た
な
い
状
況
だ
と
思

う
。
医
師
不
足
等
に
つ
い
て
は
、
病

院
と
行
政
と
医
師
会
な
り
が
共
同
で

住
民
に
説
明
す
る
会
も
必
要
か
と
思

う
。
お
金
を
積
め
ば
と
の
意
見
も
あ

る
が
、
現
実
に
は
お
金
積
ん
で
も
医

師
は
来
な
い
の
で
、
そ
こ
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。

市 

：
病
院
の
存
続
に
向
け
て
住
民
の

会
が
活
動
し
て
お
り
、
そ
ち
ら
の

方
々
の
思
い
も
十
分
理
解
し
て
い
る

つ
も
り
だ
が
、
現
場
と
し
て
そ
の
思

い
に
応
え
ら
れ
る
こ
と
と
応
え
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
情
報
の
や

り
取
り
が
な
い
と
病
院
は
育
た
な

い
。
病
院
を
考
え
る
、
医
療
を
考
え

る
と
い
う
も
の
に
医
師
の
方
々
を
中

心
と
し
た
情
報
の
受
発
信
、
住
民
と

一
緒
に
な
っ
て
医
療
を
考
え
て
行
く

や
り
取
り
が
是
非
必
要
な
ア
ク
シ
ョ

ン
だ
と
思
う
。

委
員
：
医
師
確
保
は
非
常
に
難
し
い

問
題
で
あ
る
。地
方
の
医
療
の
現
状
、

医
療
崩
壊
、
医
師
不
足
と
い
う
現
実

を
も
う
少
し
上
手
く
広
報
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
累
積
赤
字
の

１
３
億
が
ど
こ
か
ら
出
て
い
る
の
か

と
か
、
市
の
財
政
に
対
し
て
ど
れ
だ

け
圧
迫
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ

と
も
、
住
民
の
方
々
に
理
解
し
て
も

ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
。

市 

：
も
う
感
情
論
で
病
院
を
語
る
こ

と
は
出
来
な
く
て
シ
ビ
ア
に
見
な
け

れ
ば
い
け
な
い
が
、
住
民
の
要
望
が

そ
の
ま
ま
か
た
ち
に
な
る
と
い
う
こ

と
は
な
か
な
か
難
し
い
。

委
員
：
何
で
も
角
館
総
合
病
院
で

や
っ
て
ほ
し
い
、
何
で
も
田
沢
湖
病

院
で
や
っ
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
住

民
か
ら
出
て
く
る
の
で
は
何
と
も
な

ら
な
い
。
そ
こ
を
理
解
し
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
の
で
、
こ
ち
ら
側
か

ら
も
っ
と
発
信
し
な
い
と
ダ
メ
で
あ

る
。

委
員
：
仙
北
市
医
療
局
の
職
員
は
、

市
立
病
院
と
密
接
な
関
係
で
な
け
れ

ば
ダ
メ
だ
と
思
う
。
俺
の
病
院
は
俺

の
病
院
だ
と
や
っ
て
い
た
の
で
は
今

と
何
も
変
わ
ら
な
い
。

委
員
：
医
師
の
診
療
体
制
を
全
市
の

規
模
で
や
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
病
院
の
先
生
方
の
意
識
も

変
え
て
い
た
だ
か
な
い
と
い
け
な

い
。

　

仙
北
市
立
病
院
等
改
革
推
進
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
検
証
専
門
委
員
会
」

　
◆
日
　
時　

平
成
22
年
８
月
４
日
（
水
）
17
：
00 

～ 

18
：
30

　
◆
場
　
所　

仙
北
市
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー 

２
Ｆ
会
議
室

　
◆
出
席
者　

 

委
員
長
の
他
４
名  

計
５
名

　
【
市
】
市
長
・
総
務
部
長
・
総
務
部
政
策
推
進
課
・
両
病
院
事
務
長
等

　

◆
検
証
事
項

　

１　

病
院
事
業
の
決
算
状
況
に
つ
い
て

　

２　

仙
北
市
立
病
院
等
改
革
推
進
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　  院を考える　　療を考える
更なる病院経営改革への取り組み

医病



　
角
館
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
市

に
、
災
害
援
助
金
10
万
円
の
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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地域運営体 第３号・第４号が発足！
　桧木内地域運営体の設立総会が 8 月 22 日に、また神代地域運営体の設
立総会が 9 月 5 日に開催されました。
　どちらの地域も、明治 22 年の市制・町村制の施行により誕生した地域

（村）で、桧木内は、上桧木内・桧木内の二つの村の合併により、また神代は、
岡崎・小松・梅沢・卒田・神代・角館東前郷の六つの村が合併し「神代村」
が誕生してから、古く長い地域の融和と絆で育まれてきた地域です。
　今後さらに協働・共生を図り、互いに手を取り合う本事業に取り組み「住
んでよかった」「住んでみたい」と言われる、活力あるまちづくりへと歩
を進めて行きます。
　両総会に出席した市長は「地域運営体は一つの国と考えることができ
る。地域の皆さんで、魅力あふれる力強い国づくりを進めて欲しい」と、
挨拶がありました。
　地域運営体による、特色ある地域づくりの新しい幕が開きました。

　今年度、市では各地域に地域運営体を立ち上げる準備を進めます。随時、
説明に伺います。地域で話し合いをする場合はお知らせください。
■連絡先：仙北市政策推進課　℡４３－１２４１

　9 月 3 日、桧木内川河川公園を会場に、
内陸線の利用促進と沿線地域のグラウンド・
ゴルフ愛好者の親睦交流を目的として開催
されました。
　大館市からの参加も含め 100 名を超える
参加者が、この日のために特別に設定した 4
コース 32 ホールで自慢の腕を競い合いまし
た。あいにく雨模様での開催でしたが、真
剣なプレーの中、お互いに親睦を深め、心
地よい汗を流しました。
　実行委員長（大牧徳二郎　西木グラウン
ド・ゴルフ協会長）は「内陸線を通じお互
いの地域や文化のすばらしさを発見し、大
会をきっかけに市民交流の輪が広がってく
れたらうれしい」と話していました。

 秋田内陸線グラウンド・ゴルフ交流大会 

真剣プレーで親睦深める
「第 41 回生保内節盆踊り」

　　　盛況、300 人が踊り楽しむ
　8 月 20 日、「第 41 回
生保内節盆踊り」が JR
田沢湖駅前広場を会場
に開催されました。当
日 は 天 候 に も 恵 ま れ、
大勢の皆さんが参加し、
踊りの輪が拡がりまし
た。
　今年は羽後町の西馬
音 内 盆 踊 り も 出 演 し、
観客の皆さんも大喜び。
終了の時間まで会場は
大いに賑わいました。

手を取り合い、活力、特色ある地域へ

角
館
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　  

災
害
援
助
金
を
寄
贈

西馬内盆踊りも披露された

トピックス
話  題
地  域
の
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　秋田市の秋田北高校と姉妹校提携をしている韓国高陽市の花

ふぁす
水高

校の生徒２１人が本市を訪れ、樺細工制作体験を行いました。一行
は４日間の日程で本県を訪れているもので、この日は午後３時から
樺細工伝承館で３班に分かれ、樺細工製作者協会のみなさんによる
指導のもと、樺細工コースターづくりを体験しました。
　一行は楽しみにしていた樺細工制作体験ということで、部屋に入
るなり早速指導される方々の話に耳を傾け手ほどきを受けながら、
見慣れぬ道具（コテ）を手にして懸命にヤマザクラの皮を台木に貼っ
ていました。中にはハングル文字に切った自分の名前を貼る生徒も
おり、指導される方々も四苦八苦している様子も見られました。
　花水高校一行は昨年も本市を訪れ樺細工制作体験を行っており、
今後も文化を通じて本市のことを知っていただく機会づくりを提供
していきたいと考えています。

　　この度、小玉久視さん（角館町川原）か
ら姿見（鏡）が寄贈されました。
　この鏡は、日本舞踊「寿流」の名取り師範
として８３歳までご活躍された小玉さんのお
母様が使用したもの。昨年亡くなられ「自宅
に置くよりも市の施設で使用してほしい」と
贈られました。市では角館武道館で使用する
ことにしました。ありがとうございました。

姿見 ( 鏡 ) 寄贈
　角館武道館へ

道路の役割や重要性を学ぶ
　小学生道路パトロール体験会

　8 月 5 日、角館小学校の児童 7 名が参加し「小
学生道路パトロール体験会」が開催されました。
これは「道路ふれあい月間」の行事として、国土
交通省角館国道維持出張所が行ったものです。
　子供たちは暑い中、通学路点検・角館バイパス
パトロール等を通して、道路の役割や重要性を学
び、普段どのように道路の維持管理をしているの
かを体験しました。

防災意識の向上目指し

仙北市総合防災訓練
　8 月 24 日、仙北市と秋田県消防協会大仙市
仙北市美郷町支部の共催による「平成 22 年度
仙北市総合防災訓練」が西木町の各地で行わ
れました。当日は防災関係機関と共に住民の
皆さんが協力し、地震及び火事を想定した様々
な消火訓練や救助訓練を実施し、防災への体
制強化と意識向上に努めました。

小
玉
さ
ん(

左)

と
大
き

な
姿
見

はしご車での高所救助訓練 真剣な眼差しで訓練臨む

道
路
を
守
る
パ
ト
ロ
ー
ル

説明を聞きながら熱心に作業

韓国の高校生  樺細工を通じて交流



※塩化プラスチック ( 波ライト等 ) は、裁断または砕いてごみ袋に入れ、不燃ごみの日に出してください。
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農機具類・バイク・車の廃部品等・温水器・ボイラー・ホー
ムポンプ・モーター類・リヤカー・ドラム缶・長尺屋根トタン・
旧型ミシン・ホームタンク・バッテリー・パイプハウスの骨
組・ステンレス製品全般・浴槽

鉄くず処理業者・販売店にご相談ください。

廃家電 ( ブラウン管テレビ・液晶テレビ・プラズマテ
レビ・エアコン・洗濯機・冷蔵庫・衣類乾燥機 )

小売店または家電リサイクルセンター ( ℡
0120-537915) までお問い合わせください。

廃パソコン
パソコン３Ｒ推進センター (http://www.
pc3r.jp) ℡ 03-5282-7685 またはメーカーに
お問い合わせください。

古タイヤ 販売店かガソリンスタンドにお問い合わせ
ください。

燃料・オイルの入った缶・ガスボンベ・消火器・薬品類・
農薬等 販売店で処理方法をご相談ください。

スプリング入りマットレス・ソファー・たたみ 産廃業者か販売店にお問い合わせください。

秋 期 粗大ごみ回収のお知らせ
「粗大ごみ」を 次 の 日 程 で「回収」し ま す。 ル ー ル と マ ナ ー を 守 り、              

各集積所へ出してくださるようご協力をお願いします。

地区＼グループ 第　１ 第　２ 第　３ 第　４ 第　５

田沢湖地区 １０／２６( 火 ) １０／２８( 木 ) １０／１８( 月 )

角館地区 １１／１２( 金 ) １０／２５( 月 ) １１／２( 火 ) １１／２( 火 ) １０／２５( 月 )

西木地区 １０／６( 水 ) １０／７( 木 ) １０／８（金） １０／４( 月 ) １０／５( 火 )

※カレンダーでは田沢湖地区第１グループが 10 月 25 日 ( 月 ) になっておりまし
たが、26 日 ( 火 ) に変更になりますので、お間違えないように出してください。

【出し方について】
○粗大ごみには、マジック等で必ず町内名・集落名と名前を記入してください。
　( 記入のない物は回収できません )
○可燃性粗大・不燃性粗大に分けて出してください。
○ストーブ等、燃料を使用しているものは油や灰を完全に抜き取ってください。
○じゅうたん、こたつ掛け等は幅 1.2 ｍ以内に切断し、折りたたんでしばってください。
○ガラス、鋳物の部品、木製家具、木製建具等の金具は取り外してください。
○小型電化製品 ( 掃除機等 ) のコードは付け根から切断し、切断したコードは不燃ごみ袋に
　入れ、不燃ごみの日に出してください。
○ひっこし等で出る多量の粗大ごみは、廃棄物処理業者へ依頼するか、環境保全センター
　へ直接搬入してください ( 有料 )

【市で回収できない物】の詳しい処分先などについては、下記までお問い合わせください。
仙北市環境保全センター TEL54-3305    ／    田沢湖地域センター TEL43-1147
環境防災課 ( 角館庁舎 )TEL43-3308       ／　西木地域センター TEL43-2200

【市で回収できない物】

【日程：時間】午前 8 時まで各集積所へ出してください。
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「
行
政
連
絡
員
に
関
わ
る
予
算
は

廃
止
し
ま
す
。
広
報
等
の
配
布
は
、

民
間
団
体
に
業
務
と
し
て
委
託
し

ま
す
」
…
。
今
年
度
の
当
初
予
算
は
、

こ
の
方
針
に
基
づ
い
て
編
成
さ
れ

ま
し
た
。

　

「
な
ぜ
？
」、
ま
た
は
「
地
域
と

行
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
が
連
絡
員
。

こ
の
制
度
を
不
要
と
し
た
市
長
に

憤
り
す
ら
感
じ
る
」
と
の
ご
批
判

な
ど
、
今
な
お
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
ご
指
摘
に
は
全
く
異
論
が
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
お
話
を
聞
く

と
、
少
し
誤
解
も
あ
る
よ
う
な
の

で
、
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
し
ま
し
た
（
説
明
自
体
が
適

切
か
ど
う
か
、
実
は
悩
ま
し
い
内

容
で
す
）
。

　

行
政
連
絡
員
の
役
割
は
誠
に
重

要
で
、
制
度
的
に
も
優
れ
た
も
の

で
す
。
た
だ
、
そ
れ
は
地
域
内
で

完
全
な
公
平
性
を
維
持
で
き
て
い

る
こ
と
が
前
提
で
す
。
と
こ
ろ
が

仙
北
市
内
の
ご
く
一
部
に
は
、
「
地

域
で
付
き
合
い
が
な
い
」
や
、
「
町

内
会
費
・
集
落
共
通
費
を
納
め
て

い
な
い
」、「
主
義
・
主
張
が
異
な
る
」

な
ど
を
理
由
に
、
特
定
の
家
庭
に

広
報
物
を
配
布
で
き
て
い
な
い
実

態
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
状
況
は
、

行
政
の
責
任
者
と
し
て
看
過
で
き

ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
私
的
・
地
域
感
情
を

差
し
挟
む
こ
と
な
く
、
少
な
く
と

も
広
報
物
の
全
戸
配
布
が
で
き
る

民
間
団
体
に
、
業
務
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

予
算
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
行

政
連
絡
員
の
制
度
は
、
地
域
で
引

き
続
き
存
続
し
て
欲
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

無
理
な
お
願
い
で
し
ょ
う
か
…
。

「
行
政
連
絡
員
の
…
」

まちづくり
日記
No.11

仙
北
市
長

　
　
門
脇
　
光
浩

① 10月 6日（水）　田沢湖地区
  ８:50 ～   9:00   打野会館前
   9:10 ～   9:20   田沢出張所前
   9:35 ～   9:45   高野バス停前
   9:55 ～ 10:05   石神会館前
10:15 ～ 10:25   武蔵野会館前 ( 生保内中野球場そば )
10:35 ～ 10:55   仙北市役所　田沢湖庁舎駐車場
11:05 ～ 11:15   手倉相内会館前
11:25 ～ 11:35   野村田向会館前
13:10 ～ 13:20   旧神代保育所前
13:30 ～ 13:40   大荒田会館前
13:55 ～ 14:05   岡崎児童館前
14:15 ～ 14:25   院内部落会館前
14:40 ～ 14:50   神代出張所前
15:05 ～ 15:15   小松農村広場
15:25 ～ 15:35   内陸線羽後太田駅前

② 10月 7日（木）　西木地区
  ８:20 ～   8:35   戸沢ポンプ置場前
   8:45 ～   8:55   桁沢バス亭付近
   9:05 ～   9:25   紙風船館前
   9:35 ～   9:45   三共児童館前
   9:55 ～ 10:05   中里児童館前
10:15 ～ 10:30   西木総合健康増進センター前
10:40 ～ 10:55   久保生活改善センター前
11:05 ～ 11:20   山口改善センター前
11:30 ～ 11:50   桧木内出張所前
13:00 ～ 13:10   潟野・十二峠部落会館前
13:20 ～ 13:35   かたくり館駐車場
13:45 ～ 13:55   堀之内部落会館前
14:05 ～ 14:15   堂村部落会館前
14:25 ～ 14:35   上門屋会館前
14:45 ～ 15:05   西木公民館前
15:15 ～ 15:25   山崎部落会館前
15:35 ～ 15:45   西荒井部落会館前

　生涯１回の登録と、年１回の狂犬病予防注射を必ず受けましょう！
　■料金：登録料 １頭につき ３，０００円　注射料 １頭につき ３，０７０円

③ 10月 8日（金）　角館地区
  9:00 ～   9:20   中川集落センター前
   9:30 ～   9:50   川崎文化振興会館前
 10:00 ～ 10:20   鬼壁桂渕会館前
 10:35 ～ 10:55   下延コミュニティセンター前
 11:05 ～ 11:25   雲沢集落センター前
 13:15 ～ 13:45   桜美町駐車場内
 13:55 ～ 14:35   旧角高グラウンド内
14:50 ～ 15:10   白岩集落センター前
15:20 ～ 15:40   下花園集会所前

④ 10月 10 日（日）　仙北市地区
  8:30 ～ 10:00   仙北市役所　田沢湖庁舎駐車場
 10:30 ～ 12:00   西木公民館駐車場
 13:30 ～ 15:00   健康管理センター横駐車場

　　環境防災課　生活環境係 TEL43-3308

平成 22 年度   秋の狂犬病予防注射日程

■日程表

問



総務課仙北市職員（社会福祉士・理学療法士）
採用受験案内
●社会福祉士（採用予定人数：1名）
　職務内容：身体上もしくは精神上の障害や環境上

　の理由により日常生活を営むのに支障がある者の

　福祉に関する相談に応じ、助言・指導業務に従事

　します。

●理学療法士（採用予定人数：1名）
　職務内容：介護老人保健施設において理学療法業

　務に従事します。

■受験資格　

●社会福祉士：昭和56年4月2日から昭和62 年4月

　1日までに生まれた者で、社会福祉士の資格を取

　得している者。

●理学療法士：昭和56年4月2日から昭和62年4月

　1日までに生まれた者で、理学療法士の資格を取

　得し、実務経験がある者

■試験方法　受験資格の有無、申込記載事項の調査、  

　口述試験、作文試験および健康診断書により職務

　遂行に必要な健康度を有するかどうかについて調

　査を行います。

■合格から採用までの経路　最終合格者の採用は、　

　平成23年4月1日の予定です。

■試験日　10月22日（金）

■場所　仙北市役所田沢湖庁舎　3階会議室

■申込用紙の請求　申込用紙は、総務課、角館地域

　センターおよび西木地域センターに請求してくだ

　さい。ただし、郵便で請求する場合は、封筒の表

　に「職員（社会福祉士もしくは理学療法士）採用試

　験申込用紙請求」と朱書きし、宛先を明記し140

　円切手を貼った返信用封筒（A4）を必ず同封して、

　総務課職員係へ請求してください。

■受付期間　9月21日（火）～ 10月8日（金）

　申し込みは土・日・祝日を除く午前8時30分から

午後5時まで。郵送の場合は10月8日（金）までに着

信のものに限り受け付けします。

問 仙北市総務課　職員係　TEL 43-1111

　市民あいさつ運動プロジェクトチームはさまざま

な活動を行っていますが、その中のひとつをご紹介

します。

　8月24 日、チーム員11人で神代小学校を訪問しま

した。玄関で登校してくる子どもたちを「おはよう」

のあいさつで迎えたところ、児童のみなさんは私た

ちの訪問に驚きながらも、元気なあいさつを返して

くれました。この後、休み明け集会に参加し、あいさ

つは「大きな声で、明るく、元気に、笑顔で」行うこと、

市があいさつ運動に力を入れていることの意味合い

や、あいさつの大切さについてお話をさせていただ

きました。

政策推進課

市役所からのお　　　らせ知
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第2回 仙北市みんなの庁舎検討委員会
を開催します
　市では市役所庁舎のあり方について、総合的な見地か

ら検討するために、「仙北市みんなの庁舎検討委員会」を

開催します。この会議は公開で協議が行われますので、

関心がある方はお気軽に傍聴してください。

■日時　9月26日（日）　14：00 ～ 16：00

■会場　仙北市西木総合開発センター　集会室（仙北市役

　所西木庁舎となり）

　※傍聴の申込みは不要です。お気軽にご来場ください。

　　仙北市政策推進課　TEL 43-1241問

これからも、地域や職場にあいさつ運動の輪が広がる
よう様々な取り組みを企画、実行していきます。市民
の皆さんも、あいさつ運動にご協力をお願いします。
※ご意見は「政策推進課　TEL  43-1241」までお願いし

ます。

市民あいさつ運動プロジェクト
～あいさつで　笑顔あふれる　仙北市～



平成22年10月1日

国勢調査を実施します

　国勢調査は、日本に住んでいる全ての人

および世帯を対象とし、5年に1度全国一

斉に行っている調査です。

　9月下旬から調査員が世帯を訪問し調査

票を配布しますので、ご記入よろしくお願

いします。

　　仙北市企画振興課　TEL 43-1112問

企画振興課

市役所からのお　　　らせ知
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税務課

　県からの権限移譲により10月1日から仙北市役

所市民課（角館庁舎）でパスポートの申請・交付を行

います。これまでは市役所で戸籍抄（謄）本を受け取っ

てから県の機関で申請を行っていたものが、市民課

でまとめて行うことができます。

　パスポートの交付は申請してから9日目（土・日

祝日を含まない。）以降になります。

　なお、県庁窓口・地域振興局での手続きはできな

くなりますので、ご注意ください。

■対象　仙北市に住民登録している方（本籍地が市

　外にある方は本籍地で戸籍抄（謄）本を取得後、申

　請してください。）

■業務内容　申請受理、交付、訂正申請受理・交付、　

査証欄の増補申請受理交付、　紛失等の届け出受理

　　仙北市市民課　TEL 43-3307問

10月からパスポートの申請窓口が
仙北市役所市民課になります

市民課

　角館町上水道供給地域全域で、配水管漏水調査を

下記の日程で実施します。

　漏水調査の際に各戸の量水器（止水栓）などを音

響棒で直接音聴するため調査員が訪問し敷地内に立

ち入る場合がありますので、ご協力お願いします。

■調査日　9月21日（火）～ 10月29日（金）

　9：00 ～ 17：00

■業務委託業者　フジ地中情報株式会社　北東北支店

※日中の交通車両の往来に伴い、交通事故防止と騒

音を避けるため夜間に公道路面の調査を実施する場

合があります。

　　仙北市企業局工務課　TEL 54-2390問

水道管漏水調査の実施について

　被災者の方は、水道料金が減免になる場合があり

ます。水道料金の減免申請をしたい方は、企業局ま

でご相談ください。

■平成22年7月から8月にかけての豪雨災害の減免申
　請期限　1月1日（月）

　　仙北市企業局業務課　TEL 54-2388問

水道料金の（豪雨災害による）
減免措置について

企業局

　日中、仕事などで税金を納めることがで

きない方のために、夜間納税窓口を開設し

ています。

　また、諸事情により納期限までに税金を

納めることが困難な方のために納税相談

も併せて行っていますのでお気軽にご来

庁ください。

■開催日時　9月30日（木）17：15～19：00

　※開設時間にご都合がつかない場合は、

　事前にご連絡ください。

■場所　田沢湖庁舎：税務課

　角館・西木庁舎：地域センター

　　仙北市税務課　納税係　TEL 43-1117

※多重債務に関する相談も随時行ってい

ますので、ご遠慮なく来庁またはご連絡く

ださい。

　9月30日納期限の税目は固定資産税第

3期、国民健康保険税第3期、後期高齢者

医療保険料（普通徴収）第3期です。また、

口座振替も納期限日と同日ですので、前日

までに残高の確認をお願いします。

問

夜間納税窓口開設のお知らせ
9 月 30 日



　健康維持のために自分の体力を計測してみませんか！

　スポーツの秋です。楽しい「ニュースポーツ体験教室」

と「体力測定」をセットで開催します。ぜひご参加くだ

さい。開催時間内いつ来ても参加できます。　
■日時・場所
　① 10月8日（金）　9：30 ～ 11：30・13：00 ～ 16：00

　　角館交流センター

　② 10月5日（火）　9：30 ～ 12：00　神代市民体育館

■内容　体力測定・ニュースポーツ（キンボール・スマ

　イルボーリング・ペタンク等）

■参加費　無料

■服装・持ち物　スポーツができる服装・内履き（ズッ

　ク）・タオル・水分補給に必要な飲料水等を各自持参

　してください。

■参加資格　20歳以上の男女（健康な方）

■参加定員　約30人

■申込方法　仙北市教育委員会生涯学習課まで電話また

　はFAXで申し込みください。田沢湖・西木地域センター

　で申し込みの場合は、備え付け申し込み用紙に記入し

　申し込みください。

■申込締切　9月30日（木）

　　仙北市教育委員会　生涯学習課　担当　草彅・柴田　

　TEL 43-3383　FAX 54-1727

【連絡事項】　事故については、応急処置の対応とさせて
　いただきます。

問

体力測定・ニュースポーツ体験教室
参加者募集

スポーツ・健康・子育て通信
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子ども手当現況届の提出はお済ですか？
■対象　児童手当から継続して子ども手当を受給して
　いる方

　※現況届の提出がなければ、10月8日支払い予定の

　6月分以降の手当を受けることができません。お忘

　れの方は9月30日までに提出してください。

問

子ども手当法制度制定による新規認定請求
および額改定請求は済みましたか？

　制度制定による申請受付の特例は今月で終了です。９

月 30日まで受け付けたものに限り、特例として 4月分

から支給となります。

　新たに子ども手当支給対象となるお子さんがいる
保護者の方は手続きが必要です。
　中学校 2・3 年生のお子さんがいる方、所得額超過
のため児童手当を受けていなかった方は忘れずに手
続きしてください！！（公務員の方は職場での手続
きとなります。）
※出生や転入など新しく手当の対象となる事由が発
生した場合は、申請した月の翌月から手当を受ける
ことができます。

仙北市長寿子育て課　総務企画係　TEL 43-2280

　　田沢湖・西木地区

なんでも健康相談のお知らせ

　特定健診の結果はどうでしたか？

　保健課では、昨年と同様保健師と栄養士による健

診結果の見方や健康相談を下記の日程で開催します。

　市の健診・人間ドック・市以外の健診結果など健

康に関してなんでも相談にのりますので、どなたで

も気軽においでください。

【日程・会場・時間】

■内容　血圧測定・体脂肪測定・保健師と栄養士によ

　る健診結果と健康相談

■持ち物　特定健診の結果・健康手帳（持っている方）

　　仙北市保健課　TEL 55-1112

相談日 会場 受付時間

10月8日（金）
神代就業改善セ
ンター

10：00 ～ 11：00

10月13日（水）
田 沢 交 流 セ ン
ター

10：00 ～ 11：00

10月13日（水）
田沢湖健康増進
センター

13：00 ～ 14：00

10月20日（水） 桧木内公民館 10：00 ～ 11：00

10月20日（水）
西 木 保 健 セ ン
ター

13：00 ～ 14：00

10月22日（金） 紙風船館 10：00 ～ 11：00

問

　仙北市老人クラブ連合会では、高齢者の実情を知る同

世代が、一人暮らしの高齢者の方や、寝たきり・病弱な

高齢者の方々とふれあい、助け合えればとの思いから、

各地域の会員が声かけや話し相手になる「友愛訪問活動」

を行っています。

　訪問にはご都合を聞いてから伺います。訪問に際して

見聞きしたことは秘密厳守いたします。

　　仙北市老人クラブ連合会事務局　TEL 43-1198問

　　仙北市老人クラブ連合会

友愛活動の実施について

訪問活動に関する研修会の様子



　障害者の方々の体力の維持増強および交流を深めるこ

とを目的とした、障害者スポーツ教室を開催します。

■日時　10月13日（火）　10：00 ～ 11：30

■参加費　無料

■実施種目　フライングディスク、卓球バレー
■会場　大仙市ふれあい体育館
■対象者　大仙仙北地区在住の身体、知的、精神障害者
■申込方法　所定の申込用紙により郵送または FAX で  

　事務局へ（関係書類は市社会福祉課または協会ホーム

　ページからダウンロードできます。）

　　秋田県障害者スポーツ協会　TEL 018-864-2750　　
　FAX 018-874-9467
問

障害者スポーツ教室開催

　中学校以上ならどなたでも参加できます。ぜひご応募

ください。

■日時　10月3日（日）8：30 から受付

■会場　角館中学校テニスコート

■参加資格　角館町在住・勤務の方

■参加料　1,000 円（高校生以上）

■応募締切　9月24日（金）

　　市役所税務課　高橋三千年　TEL 43-1117問

第66回角館町全町ソフトテニス大会

■日時　10月11日（月）体育の日　8：30 開会～ 12：30

　閉会　小雨決行　荒天中止

■会場　生保内中学校陸上競技場

■種目【トラック】3 年以下（男・女）100ｍ、4年（男・女）

　100ｍ、5年（男・女）100ｍ、6年（男・女）100ｍ、 男子（3

　年生除く）200ｍ、1000ｍ、400ｍＲ、女子（3 年生除く）

　200ｍ、1000ｍ、400ｍＲ

【フィールド】男子（3年生除く）走幅・走高・ソフトボール投げ、

　女子（3年生除く）走幅・走高・ソフトボール投げ

■参加料　一人 200円

■参加資格　仙北市スポーツ少年団登録者および管内の

　小学生

■出場制限　リレーを除き一人１種目とする。

　※リレーチームの編成は、補欠を含め６人以内、単位団

　体より２チームまで。

■申込締切　参加料を添え9月28日まで（必着）

　　（申込）仙北市体育協会　仙北市スポーツ少年団陸

　上競技大会実行委員会事務局（仙北市勤労青少年ホー

　ム内）　　角館町外の山19　TEL/FAX 54-3474　

第5回仙北市スポーツ少年団
陸上競技大会開催

問
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　8月31日田沢湖畔を会場に「第40回大曲・仙北田沢湖

一周駅伝競走大会」「第15回大曲仙北中学校田沢湖女子

駅伝競走大会」が開催され、一周駅伝（男子）20.6ｋｍに

28チーム、女子駅伝12.6ｋｍには29チームが参加しまし

た。チームの襷を繋ぐ選手の力走に、沿道から大きな声

援が飛んでしました。男子は平和中が1時間7分37秒、

女子は千畑中Ａが42分52秒で優勝しました。

　　　中学生が田沢湖畔を力走
第40回大曲・仙北田沢湖一周駅伝競走大会
第15回大曲仙北中学校田沢湖女子駅伝競走大会

【順位】（市内中学校）
男子　４. 角館Ａ　7. 西明寺Ａ　10. 生保内Ａ　18. 神代

　20. 角館Ｂ　23. 西明寺Ｂ　25 生保内Ｂ　28. 桧木内

女子　3. 生保内Ａ　4. 角館Ａ　12. 角館Ｂ　16. 西明寺Ａ

　20. 桧木内 　21. 生保内Ｂ　25. 神代　29. 西明寺Ｂ

　門脇夏紀さん（桧木内中3年）

が、8月30日に鹿角市で開催

された秋田県中学校陸上競技

大会兼第41回ジュニアオリン

ピック陸上競技大会選手選考

会で、女子ＡＢクラス共通ジャ

ベリックスローに出場し、33

メートル68 の記録で見事に

優勝しました。

　9月3日には、西木庁舎を訪

れ、門脇市長に優勝報告をし

ました。門脇さんは、10月22日から横浜市で開催され

るジュニアオリンピック大会に出場します。活躍が期待

されます。

※ジャベリックスロー：陸上競技における「やり投げ」

の小中学生版種目

桧木内中の門脇さんが
ジュニアオリンピック出場

活躍
活躍
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ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
全
国
総
会

が
、
仙
北
市
た
ざ
わ
こ
芸
術
村
で
9
月
29
日
（
水
）、

30
日（
木
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。
29
日（
水
）の
映
画

上
映
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
一
般
の
方
も
参
加
で
き

ま
す
。

　

映
画
上
映
会
会
場
入
口
で
は
、
た
ざ
わ
こ
芸
術
村

が
取
り
組
ん
で
い
る
「
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
」

を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。「
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ

ャ
ー
」、
み
な
さ
ん
は
も
う
ご
存
知
で
す
か
？
こ
ち

ら
は
、
現
実
の
人
物
や
物
体
の
動
き
を
デ
ジ
タ
ル
的

に
記
録
す
る
技
術
で
す
。
記
録
さ
れ
た
情
報
は
映
画

や
C
M
な
ど
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

お
よ
び
ゲ
ー
ム
に
お
け
る
C
G
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

人
間
ら
し
い
動
き
の
再
現
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
ら
び
座
で
は
、
こ
の
技
術
を
利
用
し
て
地
域
伝
統

芸
能
の
踊
り
を
3
次
元
で
記
録
し
、
伝
承
や
舞
台
へ

の
活
用
な
ど
様
々
な
試
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
く
映
画
上
映
会
会
場
入
口
で
、
エ
キ

ス
ト
ラ
募
集
・
登
録
を
受
付
け
て
い
ま
す
。
登
録
用

紙
に
お
名
前
等
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
顔
写
真
を

撮
り
ま
す
。
登
録
に
は
３
分
程
し
か
お
時
間
か
か
り

ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
あ
な
た
も
か
く
の
だ
て

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
エ
キ
ス
ト
ラ
に
！

　

さ
て
、
9
月
1
日
～
3
日
、「
足
立
梨
花（
あ
だ

ち
り
か
）写
真
集
＆
D
V
D
」（
ワ
ニ
ブ
ッ
ク
ス
）の

ロ
ケ
が
あ
り
ま
し
た
。
撮
影
場
所
と
し
て
、
か
く
の

だ
て
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
相
談
を
受
け
た
の

は
、
い
わ
ゆ
る
観
光
地
で
は
な
く
、
古
民
家
や
無
人

駅
、
川
の
流
れ
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
・
・
と
日
常
の
風

景
そ
の
も
の
。
撮
影
隊
の
希
望
を
聞
き
な
が
ら
シ
ー

ン
毎
に
場
所
を
紹
介
す
る
と
、「
イ
メ
ー
ジ
通
り
！
」

「
い
い
で
す
ね
！
」
と
次
々
に
撮
影
場
所
が
決
ま
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
撮
影
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
が
地
元
の
人

が
見
過
ご
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
趣
き
の
あ
る

場
所
を
い
く
つ
も
発
見
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
次
の
ロ
ケ
支
援
に
つ
な
が
る
貴
重
な
ご
意
見
で

あ
り
、
情
報
で
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
地
元
の
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
に
本
当
に
感
謝
致
し
ま
す
。

　

9
月
29
日（
水
）、
30
日（
木
）
の
ジ
ャ
パ
ン
・
フ

ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
全
国
総
会
に
は
、
今
ま
で
か

く
の
だ
て
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
活
動
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
方
々
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
ご
協
力
い

た
だ
く
み
な
さ
ん
に
ぜ
ひ
お
越
し
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
！

かくのだて
F.C

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
よ
り

第15回　田沢湖ふでの会
書道作品展

　田沢湖ふでの会書道作品展を開催

します。どうぞお気軽におこしくだ

さい。

■日時　10月1日（金）・2日（土）

　9：00 ～ 16：00

■会場　田沢湖総合開発センター　

　大集会室

　　元野英雄　TEL 43-0139問

第28回　田沢湖画人展

　田沢湖絵画同好会による田沢湖画

人展を開催します。

　皆様お誘い合わせのうえ、ぜひご

覧ください。

■日時　10月1日（金）・2日（土）

　9：00 ～ 16：00

■会場　田沢湖総合開発センター　

　2階

　　千田千佳　TEL 43-3210問

文学館ボランティア「やさいの花」

朗読公演　くもの糸
～芥川龍之介展によせて～

　新潮社文学館でボランティアをし

ている皆さんによる朗読公演です。

　入場は無料。皆様お誘い合わせの

うえ、ご来館ください。

■日時　10月7日（木）　

　13：30 ～ 15：00

■場所　仙北市総合情報センター　

　1階ラウンジ

　　仙北市総合情報センター・学習

　資料館　TEL 43-3333

問



　西木公民館では「漢字能力検定」を下記日程で開催します。「資格を取得し

たい」「自己啓発のため」「最近漢字を忘れてきた…」など自分の漢字力を試す

チャンスです。どなたでも受けられますので、ぜひ受けてみませんか？

■開催日　11月13日（土）10：00 ～

■申込締切　10月8日（金）

■会場　西木公民館

■検定料　2 級：3,500円　準2級～ 7級：1,800円　8 ～ 10級：1,400円

■申込　検定料を添えて西木公民館まで。

　

■注意事項　申し込みが 10人に至らなかった場合には中止

　となります。

　　西木公民館　TEL 47-3100

第1回　パソコン講座受講生募集

問

①パソコン基本（4日間）

　マウス・キーボード操作、文字入力、インターネット、電子メールなど

■対象　パソコン初心者

■日時　10月5日（火）、6日（水）、12日（火）、13日（水）

　13：00 ～ 16：00

②エクセル基本操作（2日間）

　表やグラフの作成

■対象　パソコン基本操作をおおよそ習得している方

■日時　10月26日（火）、27日（水）　13：00 ～ 16：00

①・②共通

■使用するパソコン　Windows XP

■場所　総合情報センター

　（角館町田町上丁23）

■費用　テキスト代：①パソコン基本 600円

　②エクセル基本 300円

■定員　30人

　　（申込先）仙北市総合情報センター　TEL 43-3339　※土・日・祝日を除く。

広報せんぼく17

田沢湖芸術文化協会
写真部写真展
～内陸線を撮る～

　沿線風景、車内からの旅情をとら

えた力作25点を展示しています。

■期間　9 月 29 日まで

■会場　内陸線角館駅前スタシオン

　　難波和夫　TEL 43-0782問

漢字検定開催のお知らせ

問

【級の目安】
・10 級（小 1 修了程度）　・9 級（小 2 修了程度）

・8 級（小 3 修了程度）　・7 級（小 4 修了程度）

・6 級（小 5 修了程度）　・5 級（小 6 修了程度）

・4 級（中学在学程度）　・3 級（中学卒業程度）

・準 2 級（高校在学程度）　・2 級高校卒業程度）

秋田大学　グラフィック・デザイン・プロジェクト

Forms「かたち」と「数理」の間で　石井宏一作品展
－樺細工でよみがえった奇跡のピアノコンサート協賛展覧会－

■会期　9 月 17 日（金）～ 10 月 11 日（月）

■時間　9：00 ～ 17：00（入場は 16：30 まで）

■会場　角館町平福記念美術館ふれあいサロン

■入場料　仙北市民は無料です。

　　角館町平福記念美術館　TEL 54-3888問

読書推進フォーラム秋田2010
　県民の読書活動を推進するための

フォーラムを開催します。

　テーマは「ひらこう読書の扉　

さぁ自分探しの旅へ」です。

■日時　10月17日（日）

　13：00 ～ 16：45

■会場　秋田県児童会館　大ホール

　（けやきシアター）

■講演　【講師】　椎名　誠　氏

■その他　事前申込不要（入場無料）

　定員700人（定員を超えた場合は

入場をお断りする場合がありますの

でご了承ください。）

　　秋田県企画振興部総合政策課　

　TEL 018-860-1216

問



生保内中学校　学校祭開催

　今年も駒草祭の時期がやってきま

した。生徒一同、心を込めて準備を進

めています。皆様ぜひお越しください。

【合唱コンクール】
■日時　10月2日（土）10：00～
■場所　仙北市民会館

【駒草祭】
■日時　10月3日（日）9：30～
■場所　生保内中学校
　今年も駒草祭でまごころ市を開催

します。まごころ市での収益は地域の

社会福祉に役立てています。そこで、

地域の皆様に、まごころ市で扱う品物

のご提供をお願いします。9月18、19、

20、23日のいずれかに生徒がお伺い

しますので、ご協力をお願いします。

　また、今年も食堂・バザール（屋台）

を実施します。一般の方への食券は

当日販売に限らせていただきます。

　　生保内中学校　TEL 43-1181問

　法務局大曲支局では、法務なんで

も相談所を開催します。相談は無料

です。お気軽にご参加ください。

■日時　10月17日（日）
　9：00～ 16：00

■場所　大仙市大曲交流センター　
■相談内容　いじめや困りごとなど
　の人権相談、相続や土地の売買など

　の登記申請手続き、土地の境界問題、

　家屋の新築登記申請手続きなど。

■相談担当者　法務局職員、司法書
　士、土地家屋調査士、人権擁護委員

　　秋田地方法務局大曲支局

　TEL 0187-63-2100

問

法務局大曲支局

法務なんでも相談所

全国一斉
司法書士法律相談

　司法書士会では、10月1日の「法

の日」を記念し、全国一斉に無料相談

を開催します。

■日時　10月2日（土）　
　10：00～ 15：00

■場所　大仙市大曲交流センター
■相談内容　土地建物の贈与・相続・
　売買、簡易裁判所においての和解・

　調停・訴訟、多重債務問題　など。

　　秋田県司法書士会

　TEL 018-824-0187

問

2級電気工事施工管理技師学科試験
準備講習
■日時　① 10月5日（火）、6日（水 )
　の2日間　②10月7日（木）、8日（金）

　の2日間　（２回開催）　

　9：00～ 17：00

■定員　各20人

PowerPointの効果プレゼンテーショ
ンの仕方
■日時　10月6日（水）、7日（木）の2
　日間　9：00～ 17：00

■定員　10人

住宅建物取引主任者資格試験準備講習
■日時　10月14日（木）、15日（金）　
　の2日間　9：00～ 17：00
■定員　10人

各講習共通
■場所　大曲技術専門校
■受講　現在お勤めしている方
■受講料　無料。ただし、テキスト  
　代事故負担。
　　（申込先）大曲技術専門校　民間

　訓練支援室　TEL 0187-62-6321

スキルアップセミナー

田沢湖マイムマイム推進実行委員会

田沢湖一周クリーンアップ＆
フォーラム開催のお知らせ

　皆さん、マイムマイムの音楽はご存

知ですか？　フォークダンスの定番曲

として有名ですが、ダンスの様子は「開

拓地で水を掘り当てた人々の喜び」を

あらわしたといわれ、マイムは「水」を

意味しているそうです。私たちは「水」

の大切さを再確認することを目的に

活動を行っています。今回は活動の

一環として、水源地・田沢湖にスポッ

トをあてたイベントを開催します。

実施予定スケジュール
■期日　10月17日（日）

■会場　田沢湖周辺および湖畔の杜

　レストラン「ORAE」

■日程　田沢湖一周クリーンアップ

　（8：30～12：30）　参加者お楽しみ

　広場（12：30～14：00）　フォーラ

　ム（14：00～）

※参加者募集等は別途お知らせします。

　　事務局　田口　TEL 090-4049-9502

　仙北市企画振興課　TEL 43-1112

問

　秋田県土地家屋調査士会大曲支部

では、10月1日の「法の日」キャンペー

ンの一環として表示登記に関する無

料相談会を開催します。

■日時　10月2日（土）
　10：00～ 15：00

■場所　大仙市大曲交流センター

　（大仙市大曲日の出町2-7-53）

■相談内容　土地の分筆・合筆、建
　物の新築・増築・滅失登記など。

　　秋田県土地家屋調査士会

　大曲支部　TEL 0187-63-0080

土地家屋調査士　
無料相談会

問

大曲仙北職業訓練協会

講習会開催のお知らせ

アーク溶接特別教育
■日時　10月12日（火）～14日（木）
　の3日間　8：30～ 17：00

■定員　30人
■受講料　8,000円
■申込締切　9月30日（木）

小型車両系建設機械特別教育（3ｔ未満）
■日時　10月14日（木）～ 15日（金）
　の2日間　8：30～ 17：00

■定員　30人
■受講料　12,000円
■申込締切　9月30日（木）

ボーリングマシン特別教育
■日時　10月18日（月）～ 19日（火）
　の2日間　8：30～ 17：00

■定員　20人
■受講料　10,000円
■申込締切　10月1日（金）

お知らせナビ

イベント
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相談会講習

問



　雇用情勢が厳しい中、地域および

企業の活力維持のため、人材を求め

ている企業と県内就職を希望してい

る高校3年生との面接の場を設け、

お互いの理解を深めることにより、

企業の人材確保と生徒の県内就職支

援を目的に面接会を開催します。

■日時　10月7日（木）
　13：00～16：00（受付開始12：30）

■場所　フォーシーズン（大仙市大
　曲佐野町2-4）

■入場　無料
■参加企業　高卒者を採用予定また
　は検討し、採用後の就業先が秋田

県　内の企業（30社程度を目標）

■企業の皆さんへ
　　参加企業を募集中です。高卒求

　人募集中または求人を検討中の企

　業の方々は、多くの生徒と面接する

　チャンスですので、ぜひご参加くだ

　さい。なお、参加希望の場合は事前

　に申し込みが必要ですので、お手数

　ですが仙北地域振興局にご連絡く

　ださい。

　　秋田県仙北地域振興局　総務企

　画部地域企画課　企画振興班

　TEL 0187-63-5226

問

問

問

広報せんぼく19

【第1種】　10月19日（火）～21日（木）
【第2種】　10月26日（火）～28日（木）
■講習会場　ルポールみずほ（秋田
　市山王4-2-12）

■受付　9月28日（火）まで
■受付方法　持参または郵送
■受講料　33,080円
　　（受講申請書提出先）社団法人

　秋田県消防設備保守協会

　〒 010-0001

　秋田市中通 6 丁目 7-9　3F

　TEL 018-835-5880

問

消防設備点検資格者講習会

高所作業車特別教育
■日時　10月26日（火）～ 27日（水）
　の2日間　8：30～ 17；00

■定員　30人
■受講料　12,000円
■申込締切　10月8日（金）

各講習共通
　　（申込・講習場所）大曲地域職業訓     

　練センター（大仙市大曲田町3-1）

　TEL 0187-62-1726

受講無料！

セミナー参加者募集

　市内求職者・転職希望者等の方を

対象に、セミナーを開催します。なお、

雇用保険受給者は、求職活動の実績

としてカウントが可能です。ぜひ、

ご参加ください。

温泉や宿泊施設、健康に興味がある
方のためのセミナー
　健康的な入浴方法や温泉療養の仕

方など、再就職だけでなく私生活で

も役立つポイントを学べます。

■日時　10月22日（金）、23日（土）
　9：00～ 16：00

■場所　仙北市西木保健センター
■定員　10人（応募者多数の場合は
　選考）

■申込締切　開催初日の１週間前
　セミナーの詳細は、ハローワーク

角館に設置している案内チラシや協

議会ホームページでも、ご覧になれ

ます。（http://koyou-semboku.jp)

　　仙北市雇用創造推進協議会（商

　工課　緊急雇用対策室内）　佐藤

　TEL 55-4858　FAX 54-4102

問

「仙北地域新規高卒者就職
面接会」参加の企業募集

初級障害者スポーツ
指導員養成講習会

（日本障害者スポーツ協会公認）

■期間　11月6日（土）、7日（日）、13
　日（土）の3日間

■会場　秋田県社会福祉会館
■定員　30人
■受講料　無料
　※講習テキスト代4,000円、認定申

　請手続料8,500円は別途徴収

■申込受付期間　9月9日（木）～10
　月15日（金）

■申込方法　所定の申込用紙により
　郵送またはFAXで事務局へ（関係

　書類は協会ホームページからダウ

　ンロードできます。）

　　秋田県障害者スポーツ協会事務局

　TEL 018-864-2750

　FAX 018-874-9467

お知らせ

子どもの貧困を考える in 秋田

　秋田県弁護士会では、「子供」の視

点から、貧困によってどのような問

題が発生しているのか、どのような

取り組みが必要とされているのかを

考え、私たちが子供たちの将来を守っ

ていくために何ができるのかを考え

るシンポジウムを開催します。多く

の皆さんの参加をお待ちしています。

■日時　10月3日（土）
　13：30～ 16：00

■場所　秋田市ジョイナス　大研修
　室（秋田市千秋明徳町2-52）

■内容　基調講演（丹波史紀　福島
　大学准教授）、各現場における現状

　等の報告、パネルディスカッション

　※参加無料・事前申込不要。どな

　たでも参加できます。

　　秋田弁護士会　TEL 018-862-3770問

あきた環境優良事業所認定制
度の説明会が開催されます

　あきた環境優良事業所認定制度と

は、中小企業でも環境負荷の簡単な

把握方法や、容易に実行できる環境

に配慮した取り組みを提案し、コス

ト削減につながるためにサポートす

る制度です。現在秋田県内で167事

業所（平成22年4月現在）が参加し

ています。

　スタッフ一丸となって、エコでエ

コノミーな事業所にしてみません

か？

■日時　10月14日（水）13：00～
■会場　仙北地域振興局　3階　大
　会議室

■申込方法　FAXまたは E-mail で
　事前申し込みが必要。（20社前後

　を予定。）

　　特定非営利活動法人　環境あき

　た県民フォーラム　

　担当　東海林・榎

　TEL/FAX 018-839-8309

問



問

問
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募集奥羽本線で行く
「新庄味覚まつり食べ歩きツアー」
参加者募集

　秋田県と山形県の山形新幹線延伸

推進団体は、奥羽本線の利用拡大と山

形新幹線延伸運動PRの一環として、

鉄道を利用した両県相互交流事業を

実施しています。今年度の秋田県側

の交流事業として、「新庄味覚まつり

食べ歩きツアー」を次のとおり実施

します。定員150人となっています

ので、お早めにお申し込みください。

■出発日　10月16日（土）

■料金　一人1,300円（子供も同額）
　※湯沢－新庄間の往復料金、100円

　券5枚組の食事券込みの値段です。

■ツアー行程
　湯沢 9：49発→新庄駅10：50着→

　新庄味覚まつり（昼食・自由散策）

　→新庄駅 14：22 発→湯沢駅 15：

　29着

　　（申込）羽後交通観光湯沢営業所

　TEL 0183-73-1151

問

秋の交通安全運動

　平成22年秋の交通安全運動が9月

21日から9月30日までの10日間実

施され、最終日の 9月30日は「交通

事故死ゼロを目指す日」となってい

ます。市民の皆様のご理解とご協力

をお願いします。

■担当　仙北市交通安全対策協議

会、仙北警察署、仙北地区交通安全協

会

みんなでナツメロを歌う会

　皆さんでお茶を飲みながら、懐か

しのメロディーを楽しく歌ってみま

せんか？

■日時　20日（月）敬老の日
　13:30～ 16:00

■会場　NPO角館地域総合型スポー
　ツクラブ (カラオケルーム )

■会費　一人500円（お茶、会場費）
■締切　19日（日）定員30名
　　カラオケボランティアグループ

　「歌う寿会」　担当真田まで

　TEL 55-5552

　携帯 090-8423-4159

※グループでは毎週月、木午前中

（10:00～ 12:00）、21日からは毎週火

曜午後（13:30 ～ 15:30）の時間帯で

活動しています。気軽にお問い合わ

せ、ご参加ください。

田沢湖マラソン事務局
からのお願い

　今年の田沢湖マラソンには 5,000

人を超えるランナーが参加します。

　コースや会場付近の住民の皆様に

は、ご不便をお掛けしますが、ご理

解ご協力をお願いします。

　また、出切る限りの駐車場確保を

していますが、会場付近では例年ど

おり駐車場が込み合うことが予想

されます。市内から参加されるラン

ナーの皆様は、田沢湖駅またはホテ

ルタザワからの無料バスを利用され

るか乗合で会場までお越しくださる

ようご協力をお願いします。

　　田沢湖マラソン事務局

　TEL 43-1116

　角館さくら通り会では、昨年西明寺

栗を使った料理やお菓子の創作発表

会を行い大きな反響を呼びました。

　この西明寺栗を使ったお菓子・料

理などを仙北市のブランドにしてい

きたいと思い、今回「わが家自慢の

栗料理・栗菓子」を募集します。

■応募方法　所定の応募用紙（商工
　会にあります。）に記載して商工

　会へ申し込みください。

■申込締切　10月15日（金）まで
　※仙北市産業祭へ作品（料理等）　

　を提出できる方に限ります。（産

　業祭で展示します。）

　※作品応募数は 20品に到達した

　時点で打ち切ります。（粗品を進呈）

　　仙北市商工会本所　TEL 54-2304

　田沢湖支所　TEL 43-0372

　西木支所　TEL 47-2130

問

わが家自慢の栗料理・
栗菓子を募集します！！

さくら通り会

秋の味覚・西明寺栗コレクション
発表会
　今年の西明寺栗を使ったお菓

子・料理の発表会（実演有り）。入

場無料。皆さんのお越しをお待ち

しています。

■日時　9月22日（水）
　13：00～ 16：00

■場所　角館プラザ1階

一般国道 46 号大型車交通規制のお知らせ

　卒田地区歩道拡幅工事のため、一般国道46号で、下記のとおり夜間大

型車交通規制を行いますので、ご協力をお願いします。

■規制場所　仙北市田沢湖卒田地内
■規制内容　車両幅員2.5ｍを越える車両の夜間通行止め
■規制期間　9月27日（月）～10月20日（水）
■規制時間　21：00～ 6：00
　　国土交通省　

　秋田河川事務所

　道路管理第一課

　TEL018-823-4167

問

お知らせナビ

　広報せんぼく9月1日号に誤りが

ありました。お詫びして訂正します。

　10ページ市民課からのお知らせ被

保険者証の使用時期

　平成22年10月10日から ( 誤 ) →

　平成22年10月1日から ( 正 )

　12ページ「さわやか教室」のお

知らせ田沢湖地区の開催日

　9月22日 (誤 )→ 9月29日 ( 正 )
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　芥川龍之介展（11 月 3 日まで）　会期中無休

　■会場　角館平福記念美術館・新潮社記念文学館・
　　　　　 樺細工伝承館
 　仙北市雇用促進就職面接会
　■会場　角館交流センター　■ 13：00 ～ 15：30

 18
　田沢湖マラソンランニング教室
　■会場　田沢湖畔　共栄パレス　イベント広場

　■時間　15：00 ～ 16：30
　大曲仙北中学校秋季野球角館大会
　■会場　落合球場

 19

　田沢湖マラソン
　■開会式　8：30　■スタート　10：00

　むらっこ物産館「きのこ祭り」
　■開催時間　11：00 ～ 15：00

　西明寺婦人会演芸発表会
　■時間　12：30 ～　■会場　クリオン

 20

　仙北市市制 5 周年記念事業
　【記念事業】

　①市民参加型ミュージカル「山神様のおくりもの」
　■時間　10：30 ～ 12：20
　②市制 5 周年トーク・トーク・トーク「おらほに任
　　せろ 秋田の元気」
　■時間　12：30 ～ 15：00　■会場　わらび座

 21 　仙北市交通安全祈願祭
　■時間　8：00 ～　■会場　角館樺細工伝承館

 22 　秋の味覚「西明寺栗コレクション」発表会
　■時間　13：00 ～　■会場　角館プラザ

 23 　第 25 回生保内節全国大会（予選：22 日）

　■時間　9：00 ～　■会場　仙北市民会館　　

 24
25 　

 26
　100 キロチャレンジマラソン
　■スタート　5：00

　仙北市みんなの庁舎検討委員会
　■時間　14：00 ～　■西木総合開発センター

 27 　

 28
 29 　ジャパン・フィルムコミッション映画上映会

　■時間　9：00 ～　■会場　ゆぽぽ

 30
　ジャパン・フィルムコミッション総会
　■時間　11：30 ～　■会場　ゆぽぽ

　夜間納税窓口開設
　■時間　17：15 ～ 19：00

　■場所　市税務課、角館・西木地域センター　

 1

 2
　田沢湖ツーデーマーチ（2 日・3 日開催）

　■受付開始　2 日 6：00 ～　3 日 7：00 ～
　■会場　田沢湖レストハウス広場

 3 　神代地区チャリティ敬老会
　■時間　11：00 ～　■会場　神代市民体育館

 4
 5

月

火

木

金

土

日

月

火

水

金

土

日

水

木

金

土

日

仙北市の
行事予定 16日（水）～ 4日（月）
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広報せんぼく21

9月 10月

月

火

木

秋分の日

　暑かった今年の夏もようやく終わ

り、朝夕過ごしやすくなってきまし

た。いよいよ読書の秋です。17 日

から始まる「芥川龍之介」展にぜひお

出かけください。展示資料のリスト

を見ると、ここでしか見られないよ

うな貴重な資料がいっぱいでした。

今年が「国民読書年」ということを知

らなかった私でも、興味ある内容で

す。（☆☆）　　今年度広報担当にな

り半年が経ちました。十数年ぶり 2

回目の担当です。昔と違いカメラは

デジタルに、原稿用紙はパソコンで、

パソコンの中で広報ができていきま

す。スイスイとはいきませんが・・・。

前回からの広報リニューアルどうで

しょうか。みなさんに楽しみにして

もらえる広報を。ご意見お聞かせく

ださい。（ーー）　　今号の表紙は、

読書の秋をイメージし、学習資料館

前で撮影しました。最近は本を読む

ことがだいぶ減ってしまいました

が、今年は「国民読書年」。最低1冊

は読みたいと思います。（　　）

編集後記

○○のつぶやき

学習資料館前での撮影風景

10月
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■
日
　
時　

10
月
23
日
（
土
）
～
24
日
（
日
）

■
主
会
場　

神
代
市
民
体
育
館
及
び
駐
車
場

●
出
品
物
募
集　
出
品
者
に
記
念
品
を
配
布
。

農
林
水
産
物  

丹
誠
込
め
て
作
っ
た
品
々
大
募
集
。

食
品
加
工
品  

漬
物
・
加
工
品
・
お
菓
子
な
ど
皆
さ

ん
ご
自
慢
の
逸
品
を
募
集
。

手
工
芸
品  

食
を
テ
ー
マ
と
し
た
も
の
（
皿
・
ス

プ
ー
ン
・
箸
な
ど
）
を
募
集
。

※
申
込
用
紙
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
地
域
セ

ン
タ
ー
、
農
山
村
活
性
課
、
Ｊ
Ａ
各
営
農
セ
ン
タ
ー

に
設
置
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。
申
込
締
切
　
10
月
19
日
（
火
）

●
イ
ベ
ン
ト
案
内　

　

24
日
（
日
）
10:

00
～
10:

30
（
審
査
時
間
）

『
か
ん
て
ん
ス
イ
ー
ツ
』
グ
ラ
ン
プ
リ

　

地
場
産
品
を
入
れ
た
か
ん
て
ん
ス
イ
ー
ツ
を
多
数

準
備
。
美
味
し
い
料
理
に
投
票
し
、
グ
ラ
ン
プ
リ
を

決
定
し
ま
す
。
※
審
査
員
募
集
（
小
学
生
未
満
の
幼

児
に
限
り
ま
す
）当
日
会
場
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

審
査
員
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

●
市
政
５
周
年
記
念
抽
選
会

　

市
政
５
周
年
を
記
念
し
、抽
選
会
を
開
催
し
ま
す
。

産
業
祭
の
二
日
間
、
一
日
先
着
２
０
０
名
様
に
整
理

券
を
配
布
し
、抽
選
会
は
午
後
１
時
頃
実
施
し
ま
す
。

賞
品
は
お
楽
し
み
に
！

※
広
報
9
月
1
日
号
の
情
報
や
10
月
配
布
予
定
の
産

業
祭
チ
ラ
シ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

仙
北
市
産
業
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

      （
仙
北
市
農
山
村
活
性
課
）        

43-

２
２
０
６

第
６
回
仙
北
市
産
業
祭

市
政
５
周
年

記
念
事
業

℡

市
内
菓
子
組
合
・
第
３
セ
ク
タ
ー
各
店
で
、
市
制
５
周
年
記
念
の
ワ
ン

コ
イ
ン
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
イ
ー
ツ
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
等
を
販
売
中
。

【
ス
イ
ー
ツ
】
■
販
売
期
間   

９
月
１
日
～
30
日

○
プ
チ
・
フ
レ
ー
ズ
○
八
田
菓
子
舗
○
ル
ー
シ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
○

い
さ
み
や
○
後
藤
福
進
堂
○
ゆ
か
り
堂
製
菓

【
記
念
メ
ニ
ュ
ー
】
○
ハ
ー
ト
ハ
ー
ブ(

９
月
１
日
～
30
日)

オ
リ
ジ
ナ

ル
ブ
レ
ン
ド
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー(

リ
ー
フ)

○
花
葉
館
（
９
、
10
月
の
毎
週

火
曜
日
20
食
限
定
ラ
ン
チ
）
○
西
宮
家
（
９
、
10
月
の
毎
週
水
曜
日
20

食
限
定
ラ
ン
チ
）
○
ク
リ
オ
ン
（
９
月
１
日
～
30
日
、
土
日
祝
日
除
く
）

レ
ス
ト
ラ
ン
か
た
く
り
ラ
ン
チ

当日は会場まで送迎バスを運行
利用をご希望の場合は、定員の都合がありますので事前に
市役所企画振興課　      43-1112 へ申込み願います。

○田沢湖地区
　行き 田沢出張所前 9:10 発→田沢湖庁舎正面玄関前 9:35
　発→わらび劇場前 9:55 着
　帰り わらび劇場前 15:15 発→田沢湖庁舎正面玄関前
　15:40 発→田沢出張所前 16:00 着

○西木地区
　行き 紙風船館前 9:10 発→桧木内出張所前 9:30 発→西木庁
　舎正面玄関前 9:50 発→わらび劇場前 10:10 着
　帰り わらび劇場前 15:15 発→西木庁舎正面玄関前 15:40
　発→桧木内出張所前 16:00 発→紙風船館前 16:15 着

○角館地区については「たざわこ芸術村」で運行して
いるシャトルバスをご利用ください。

会
場
で
楽
め
る
ラ
ン
チ
＆
ス
イ
ー
ツ

※
当
日
、会
場
前
で
５
周
年
記
念
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
ン
コ
イ
ン
（
５
０
０
円
）

ス
イ
ー
ツ
の
販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
た
ざ
わ
こ
芸
術
村
の
各
施
設
（
お
食
事
処
ば
っ
き
ゃ
・
田
沢
湖
ビ
ー
ル
・

喫
茶
片
栗
花
）
に
て
当
日
限
定
５
０
０
円
ラ
ン
チ
を
ご
用
意
し
ま
す
。

℡

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
後
半
に
、来
賓
や
市
民
の
方
々

が
出
演
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

■
時　

間    

10
時
30
分
～
12
時
20
分

■
入
場
料    
仙
北
市
民 

一
般
２
千
円
、

　
　
　
　
　

小
中
学
生
千
円

要
予
約 

わ
ら
び
座 　

     

44

－

３
９
１
５

９
月
20 

日
当
日
限
り
の
限
定
料
金
。

予
約
の
際
は
「
仙
北
市
民
で
す
」
と
お
伝
え
く

だ
さ
い
。
市
民
以
外
の
方
は
通
常
料
金
で
す
。

山
神
様
の

    

お
く
り
も
の

　

仙
北
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
連
絡
協
議
会
会
長
・

安
藤
大
輔
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
ゲ
ス

ト
に
秋
田
県
知
事
・
佐
竹
敬
久
氏
や
門
脇

光
浩
市
長
、
パ
ネ
ラ
ー
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
た
ざ
わ

村
代
表
・
浦
山
久
二
さ
ん
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
西
木
研
究
会
・
藤
井
け
い
子
さ
ん
、

人
形
師
・
佐
藤
励
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
記
念

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
。 

■
時　

間    

13
時
30
分
～
15
時

■
入
場
料    

無
料

市
民
参
加
型
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

市
制
５
周
年

          

ト
ー
ク
・
ト
ー
ク
・
ト
ー
ク

記念事業
１

記念事業
２

市制５周年記念事業 ９月 20 日（月）
敬老の日主会場 　たざわこ芸術村わらび劇場

主　催  仙北市ＮＰＯ法人連絡協議会 共　催  仙北市

℡
お
ら
ほ
に
ま
か
せ
ろ

秋
田
の
元
気
！
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